
10514 講座名 （ 7月開講） 定員 26人
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入校式・オリエンテーション 入校式・オリエンテーション 2

ガイダンス・修了式 ガイダンス・修了式 2

総時限数 220

※「★」印は、オンラインでの受講も可能な教科等です。

就
職
支
援

マナー接遇 ビジネスマナー、見学等実習を実施するにあたってマナー接遇 6

キャリアコンサルティング ジョブ・カード制度を活用したキャリアコンサルティング

就職講話
介護老人福祉施設、居宅介護事業所、通所介護事業所、
障害者福祉事業所等の職員を誘致して行う就職のための講話

修了評価試験 ･資格取得基準の確認

実
技

法定演習
こころとからだの
しくみと生活支援
技術

･生活と家事　　･整容に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護
･移動、移乗に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護
・食事に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護
･入浴、清潔保持に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護
・排泄に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護
・総合生活支援技術演習

レクリエーション演習 レクリエーションの実践

総合演習 ・法定演習での学習教科の総まとめ

見学等実習 特養等施設見学実習、訪問介事業所やデイサービスでの見学等実習

学内実習 実践的な実技や復習

レクリエーション概論
・レクリエーションの意義と役割
・レクリエーションの企画

認知症サポーター養成講座 ・認知症の基礎知識　　　　・認知症の方との接し方

講義総論 ･法定講義での学習教科の総まとめ

障害の理解
･障害の基礎的理解　　　･障害の医学的側面、生活障害などの基礎的理解
･家族の心理、かかわり支援の理解

こころとからだのしくみと
生活支援技術

･介護の基本的な考え方　　　･介護に関するこころの仕組みの基礎的理解
･介護に関するからだのしくみの基礎的理解　　･快適な居住環境整備と介護
・死にゆく人に関したこころとからだのしくみと終末期介護
･睡眠に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護
･介護過程の基礎的理解

振り返り
ここまで学んできたことの振り返り、
就職への備えと研修修了後における継続的な研修について

介護における
コミュニケーション技術

･介護におけるコミュニケーション
･介護におけるチームのコミュニケーション

老化の理解 ･老化に伴うこころと体の変化と日常　　　　･高齢者と健康

認知症の理解
･認知症を取り巻く状況
･医学的側面から見た認知症の基礎と健康管理
･認知症に伴う心と体の変化と日常生活　　　　･家族への支援

就職先・職務 介護職員等

主
な
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キ
ュ

ラ
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科　　　　目 教　　　　　科  内　　　　　 容

学
科

法定講義

職務の理解
･多様なサービスの理解
･介護職の仕事内容や働く現場の理解

介護における尊厳の保
持･自立支援

･人権と尊厳を支える介護
･自立に向けた介護

介護の基本
･介護職の役割、専門性と多職種との連携　　　　･介護職の職業倫理
･介護における安全の確保とリスクマネジメント

介護・福祉サービスの
理解と医療との連携

･医療との連携とリハビリテーション
･介護保険制度　　　　･障害者総合支援制度及びその他の制度

受講で目指 介護福祉士実務者研修、介護福祉士、福祉用具専門相談員、強度行動障害支援者養成研修、

せ る 資 格 行動援護従事者養成研修、同行援護従事者養成研修、レクリエーション介護士2級

目 指 せ る 特別養護老人ホーム、介護老人保健施設、訪問介護事業所等 介護施設全般、障害者支援施設等

対象レベル
（IT分野の

み選択)
対象者

修了後、取得した資格を活かせる職に就ける方。
なお、現場での実習があるため、妊娠中の方、感
染症の症状がある方、日常生活において補助器具
を必要とする方は受講の難しい場合があります。

修了で得ら
介護職員初任者研修課程修了証明書

れ る 資 格

カリキュラム概要書

講 座 № 介護初任者

実 施 施 設 藤仁館医療福祉カレッジ　大宮校


